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　投稿

定年退職を控えた地方公務員における職業性ストレス，
ストレス対処能力，精神的健康度の特性と関連についての実証研究
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目的　平成19年以降いわゆる団塊世代が大量に定年退職を迎えるなど社会的にも注目されている。
定年退職は老年期における重要なライフイベントとして以前から知られるが，この時期の労働
者の職業性ストレスを検討した研究はほとんど認められない。今回，定年退職を直前に控える
地方公務員の職業性ストレスとストレス対処能力の特性と精神的健康度との関連について検証
し，定年退職を直前に控える労働者の職業性ストレスモデルを明らかにし，職場におけるメン
タルへルス対策に資することを本研究の目的とした。

方法　某地方自治体に勤務する公務員のうち，平成21年 ３ 月に定年退職する者に対し実施された，
定年退職者セミナーに参加した職員1,351名を対象とした。調査方法は，平成20年10月に実施
された定年退職者セミナー内において，研究実施担当者が本調査に関する趣旨説明を行った後，
記名自記式質問紙を配布，後日郵送にて回収した。調査項目には年齢，性別などの基本属性の
ほか，職業性ストレスの指標として職業性ストレス簡易調査票（BSJS: Brief Scales for Job 
Stress），ストレス対処能力の指標として首尾一貫感覚（SOC: Sense of Coherence）29項目版，
そして精神的健康度の指標としてSDS（Self-Rating Depression Scale）をそれぞれ用いた。

結果　回収数は713名（回収率52.8％）で，質問項目に欠損値のない552名を解析対象とした。性別
は男性447名（81.0％），女性105名（19.0％）であった。SOC平均得点は132.8±18.8点で，
SDS平均得点は29.3±7.2点であった。SDS得点を目的変数，SOC得点およびBSJS下位項目得
点を独立変数とした重回帰分析を行ったところSDS得点にはSOCが非常に強い影響を与え，ま
た職業性ストレスのうち「質的負荷」が強く影響していることが明らかになった。

結論　定年退職を控える労働者においては，ストレス対処能力は高く，職業性ストレスは軽度であ
り精神的健康が良好に保たれていることがわかった。また職業性ストレスのうち，「質的負
荷」の急激な増大が精神的健康度の悪化に影響する可能性が示唆された。

キーワード　定年退職，首尾一貫感覚（SOC），ストレス対処能力，精神的健康度，職業性ストレス

Ⅰ　は　じ　め　に

　平成19年以降，第 ２ 次ベビーブーム世代，い
わゆる団塊世代（昭和22～24年生まれ）が集団
で定年退職を迎えている。社会的には高度な技
術を持った労働者が急激に少なくなることに伴
う経済損失が懸念される一方で，退職者にとっ

ては長い間束縛されていた仕事中心の生活から
開放され，今後どのように時間を有効活用して
いくかを考えることが求められる。実際，定年
退職は重要なライフイベントであり強いストレ
ス強度を持つとされている1）。実際に「荷おろ
しうつ病」に代表されるような定年退職後にメ
ンタルへルス不全に陥るケースも少なくない。
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定年退職を控える世代におけるメンタルヘルス
対策は非常に重要である。
　うつ病を初めとするメンタルへルス不全の発
症のメカニズムについては，NIOSHが提唱す
る職業性ストレスモデル2）がよく知られる。こ
れは，仕事上のストレスが，ライフイベントや
個人のストレス対処能力等により修飾され，ス
トレス反応として出現するというものである。
このメカニズムを踏まえた先行研究で，労働者
に特有の職業性ストレスやストレス対処能力に
ついて明らかにされている3）が，定年退職を直
前に控えた労働者の職業性ストレス，ストレス
対処能力およびそれらが精神的健康度に与える
影響に関して言及した実証的研究は非常に少な
い。
　そこで今回，平成20年度をもって定年退職を
迎える労働者に対象を絞り，退職直前の労働者
における職業性ストレスとストレス対処能力お
よびそれらと精神的健康度との関連を検証し，
定年退職直前の労働者のストレス特性を明らか
にすることを目的とした調査を行った。

Ⅱ　対象と方法

（ 1）　研究対象と調査方法
　本調査対象者は，某地方公共団体で働く公務
員のうち，平成21年 ３ 月に定年退職する者に対
し，平成20年10月に実施された定年退職者セミ
ナーに参加した職員1,351名とした。調査方法
は，定年退職者セミナー内において，研究実施
担当者が本調査に関する趣旨説明を行った後，
記名自記式質問紙を配布，後日郵送にて回収し
た。

（ ２）　調査項目
　質問項目は年齢，性別などの基本属性のほか，
職業性ストレスを評価する尺度として，職業性
ストレス簡易調査票を用いた。精神的健康度に
ついては抑うつ度をあらわすSDSを，個人のス
トレス対処能力を評価する目的で首尾一貫感覚
をそれぞれ用いた。
　職業性ストレス簡易調査票は，錦戸ら4）によ

り作成された20項目 ４ 件法からなる質問紙で，
仕事のストレスを，ストレスを増強すると考え
られる「量的負荷」「質的負荷」「対人関係の困
難」の ３ 項目と，ストレスを緩和すると考えら
れる「達成感」「裁量度」「同僚上司の支援」の
３ 項目に分類している。この調査票を用いた研
究は数多く行われており，信頼性，妥当性につ
いて確認されている4）5）。
　SDSは，Zungにより1965年に開発された自
己記入式の抑うつ尺度6）7）で，わが国では福田
らによりその日本語版が作成，信頼性，妥当性
についても十分検証され8）9），これまでに多く
の疫学研究で使用されている10）11）。
　SOCは，Antonovskyにより提唱された概念
で，把握可能感，処理可能感，有意味感から構
成され，個人のストレス対処能力を鋭敏に示す
とされている12）。これは，29項目 ７ 件法の質問
紙によって測定され，近年，臨床現場において
も実際にこの質問紙を用いた健康生成論の実践
的研究13）14）が行われ，様々なストレス状況下で
の健康保持にSOCが関与していることが報告さ
れている。本研究においては，山崎らによって
信頼性と妥当性が確認されている日本語版
SOC29項目版15）16）を使用した。

（ ３）　統計学的解析
　 ま ず，BSJS各 下 位 項 目 得 点，SDS得 点，
SOC得点の全体および男女別の平均得点を求め，
ｔ‒検定を行った。
　そして，SDS得点とSOC得点，BSJS各下位
項目得点とのPearsonの相関係数を求めた。さ
らに，抑うつ度へ影響を及ぼす要因を調査する
ことを目的に，SDS得点を目的変数とし，性別，
SOC得点，BSJSの各下位項目得点を独立変数
としたステップワイズ法による重回帰分析を
行った。
　なお，いずれの検定においても，有意水準は
５ ％（両側）とし，統計解析はSPSS 17.0 for 
Windowsを用いて行った。

（ ４）　倫理的配慮
　本研究実施にあたっては筑波大学倫理委員会
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の承認を得た（医の倫理委員会第
62号承認）。調査対象者には事前
に調査の目的，方法，学術研究等
への使用，プライバシーの保護に
ついて書面および口頭にて説明し
た。また記入は本人の自由意思に
基づき，同意しない場合でも一切
不利益を生じないことを説明し，
同意を得られた場合にのみ調査票
記入を依頼した。収集したデータ
における個人情報などのプライバ
シー情報の保護管理を徹底するこ
とを厳守した。

Ⅲ　結　　　果

　回収数は713名（回収率52.8％）で，質
問項目に欠損値のない552名を解析対象と
した。性別は男性447名（81.0％），女性
105名（19.0％）であった。対象者の平均
年齢は59.5±0.7歳であり，男性は59.5±
0.7歳，女性は59.4±0.8歳で有意な差を認
めなかった。

（ 1）　SOC得点，SDS得点，BSJS得点
　定年退職を控える労働者のSOC得点，SDS得
点，BSJS下位項目得点を表 1 に示す。SOC平
均得点は132.8±18.8点であった。SDS平均得
点は29.3±7.2点であった。BSJS各下位項目は，
「量的負荷」が2.1±0.7点，「質的負荷」が1.9
±0.6点，「対人関係の困難」が1.8±0.6点，
「達成感」が2.7±0.7点，「裁量度」が2.5±
0.7点，「同僚上司の支援」が2.6±0.6点であっ
た。これらのうち，SDS得点およびBSJS下位
項目のうち「対人関係の困難」「達成感」にお
いて男女間で有意な差を認め，各項目において
女性の得点が高かった。

（ ２）　SDS得点とSOC得点，BSJS下位項目得
点との相関

　SDS得点と，SOC得点，BSJS下位項目との
関連を検討する目的で，Pearsonの相関係数を

求めた。結果を表 ２に示す。
　相関係数（ｒ値）は，SOC得点が－0.588と
負の相関を認めた。BSJS下位項目では，スト
レス増強要因である「量的負荷」が0.237，「質
的負荷」が0.324，「対人関係の困難」が0.334
と正の相関を認め，ストレス緩和要因である
「同僚上司の支援」が－0.224，「達成感」が
－0.222，「裁量度」が－0.109と負の相関を認
めた。

（ ３）　SDS得点を目的変数，SOC得点，BSJS
の下位項目得点を独立変数とした重回帰分
析（表 ２）

　重回帰分析の結果SDS得点と有意な関連を認
めたのは，SOC得点（β＝－0.527），BSJS下
位項目のうち「質的負荷」（β＝0.196），性別
（β＝0.098），「対人関係の困難」（β＝0.088）
であった。これら ４ 変数による重相関係数
（Ｒ）は0.642，決定係数（Ｒ ２ ）は0.412と比
較的高い値を示した。

表 1　SOC得点，SDS得点およびBSJS下位項目得点
（単位　点）

全体
（ｎ＝552）

男性
（ｎ＝447）

女性
（ｎ＝105）

ｐ値
（t検定）

SOC（平均値±標準偏差） 132.8±18.8 132.4±18.9 134.4±18.7
SDS（平均値±標準偏差） 29.3± 7.2 29.0± 7.1 30.6± 7.3 <0.05
BSJS下位項目
（平均値±標準偏差）

量的負荷 2.1± 0.7 2.1± 0.7 2.3± 0.7
質的負荷 1.9± 0.6 1.9± 0.6 1.9± 0.7
対人関係の困難 1.8± 0.6 1.7± 0.6 1.9± 0.7 <0.05
達成感 2.7± 0.7 2.7± 0.7 2.9± 0.7 <0.05
裁量度 2.5± 0.7 2.5± 0.7 2.6± 0.7
同僚上司の支援 2.6± 0.6 2.6± 0.6 2.6± 0.6

表 ２　SDS得点を目的変数，SOC得点，BSJS下位項目得点
　　　を独立変数とした重回帰分析（Stepwise法）　　　　　

従属変数 独立変数
Ｎ＝552

Ｒ2 β ｒ

SDS得点 0.412
性別 0.098＊＊ -   
SOC -0.527＊＊＊ -0.588＊＊＊
量的負荷 -   0.237＊＊＊
質的負荷 0.196＊＊＊ 0.324＊＊＊
対人関係の困難 0.088＊＊ 0.334＊＊＊
達成感 -   -0.222＊＊＊
裁量度 -   -0.109＊  
同僚上司の支援 -   -0.224＊＊＊

注　1）　β：標準化偏回帰係数，ｒ：ピアソンの相関係数
　　2）　＊ｐ<0.05，＊＊ｐ<0.01，＊＊＊ｐ<0.001
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Ⅳ　考　　　察

　定年退職直前の労働者におけるストレス状況
を検証するために，NIOSHの職業性ストレス
モデルで表される職場のストレス要因（環境要
因），ストレス対処能力（個人要因）そして精
神的健康度（ストレス反応）について検証した。

（ 1）　定年退職直前の労働者の職業性ストレス
の特徴

　錦戸ら4）は223名（平均年齢31.1±5.4歳）の
情報通信業の男性労働者を対象に行った調査結
果から，BSJSの各下位項目の平均得点は，「量
的負荷」が2.3±0.8，「質的負荷」が2.3±0.7，
「対人関係の困難」が1.9±0.6，「達成感」が
2.3±0.7，「裁量度」が2.6±0.6，「同僚上司の
支援」が2.7±0.6と報告している。また友常
ら17）の筑波研究学園都市で働く労働者20,742名
を対象とした調査（平均年齢41.8±9.3歳）に
よると，BSJS下位項目平均得点は，「量的負
荷」が2.5±0.8，「質的負荷」が2.4±0.7，「対
人関係の困難」が2.0±0.7，「達成感」が2.7±
0.8，「裁量度」が2.7±0.7，「同僚上司の支
援」が2.6±0.6と報告している。今回の結果と
これらの先行研究を比較すると，定年退職者に
おいては，ストレス増強要因はいずれも低く，
緩和要因も大きくは変わらず強く感じていると
考えられた。このことからも，この年代の特徴
として，労働量は比較的少なく，仕事に対して
やりがいを感じやすいといった可能性が示唆さ
れた。

（ ２）　SDS得点に関する考察
　SDSを用いた先行研究として，横田ら18）の
465名の日本の化学薬品会社の従業員に対して
行った調査では，男性373名（平均年齢40.8±
9.5歳 ） のSDS得 点 は37.7±6.9点， 女 性92名
（平均年齢38.2±9.3歳）のSDS得点は39.7±
7.7点と報告されている。福田ら8）による正常
成人群358名（男性147名，女性211名）を対象
にした調査では，男性の得点が35.1±8.0点，

女性が35.7±14.8点と報告されている。242名
（平均年齢43.4歳）の地方公務員に行った市原
の調査19）では，SDS得点を各設問の回答により
０ ～ ３ の点数をつけ算出したもので，SDS得点
は40.8±9.3点と報告されている。これらの先
行研究との比較において，定年退職を迎える労
働者の精神的健康は良好に保たれている可能性
が示唆された。

（ ３）　SOC得点に関する考察
　小川ら20）は369人の事務職を対象に行った調
査結果から，男性289名（平均年齢39.7±11.8
歳）におけるSOC得点の平均が126.0±26.9，
女性80名（平均年齢32.8±10.4歳）における
SOC得点の平均が128.9±21.0と報告し，これ
と比較すると今回の得点は高くなっている。
Antonovsky21）22）は「結果の形成への参加」や
「負荷の過大，過小のバランス」などを中心と
した経験の積み重ねが重要としており，年齢が
高い青年においてSOC得点が高かったと報告し
ている。桝本ら23）も年齢が高いとSOCが高いこ
とを示している。SOC得点が先行研究よりも高
い得点であったことは，本対象の年齢が高いこ
とからも矛盾しない。

（ ４）　精神的健康度とストレス対処能力，職業
性ストレスとの関連

　前述のように，他の調査と比較して，本調査
対象である定年退職者の精神的健康は良好に保
たれていることが明らかになった。また今回の
調査では，定年退職を直前に控えた労働者にお
いて精神的健康度とストレス対処能力，職業性
ストレスとの間の関連性が示唆された。重回帰
分析においてSOCはSDS得点を低下させる方向
へ作用しており，BSJS下位項目のうち，「質的
負荷」および「対人関係の困難」はSDS得点を
上昇させる方向へ作用していた。これらの結果
から定年退職を直前に控える労働者の精神健康
に最も影響を与えるものは個人のストレス対処
能力である可能性が示唆された。様々な先行研
究からストレス対処能力と精神的健康度との関
連はよく知られているが，定年前の世代におい
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ても強い関連があることが明らかになった。
　また環境要因においては，「質的負荷」と
「対人関係の困難」が精神的健康を悪化させる
可能性が示唆された。錦戸ら4）が男性従業員
223名に対し行った調査では，BSJS下位項目の
うち，「対人関係の困難」「達成感」「裁量度」
がそれぞれ独立にSDSと関連していることを示
したが，本研究では「質的負荷」が特に強く影
響を及ぼす可能性が示唆された。
　これらの結果を総合すると定年退職者の精神
的健康が他の調査と比較し良好に保たれていた
ことに関しては，個人要因として人生経験の積
み重ねの結果得られたストレス対処能力の向上
が強く影響し，また環境要因としての職業性ス
トレスのうち，ストレス増強要因が低いことが
影響していると考えられた。本結果では，一般
の労働者と比べて定年退職を直前に控える労働
者においては，「量的負荷」「質的負荷」とも比
較的低い状況にあったにもかかわらず，「質的
負荷」が，精神的健康度に作用していた。先行
研究において，創造性を生み出す流暢性，独創
性，柔軟性からなる拡散的思考能力が加齢に伴
い低下することが知られている24）。これまでの
経験から同じ仕事内容で業務量が増えることに
ついてはさほど問題がないが，これまでに経験
したことのないような新たな業務を担当する場
合（たとえば慣れないVDT作業によって心身
が疲弊するように），拡散的思考能力が加齢に
伴い低下することで新たな状況に適応すること
が困難となり，精神的健康度に影響を与える可
能性が考えられた。
　それゆえに定年退職を控える世代に対しては，
特に質的負荷を強く感じる業務に就かせる場合
には，可能な限り心理的な負担感を与えないよ
う労務管理を行うことが必要であると考えられ
た。

（ ５）　本研究の限界
　今回の調査は同一職種かつ同一の地域で調査
を実施したため，一般的な労働者にこの結果を
当てはめることには慎重な検討を要する。また，
本研究は定年退職者セミナーの一環として実施

されており，健康管理に興味がある労働者が多
く回答したことによる標本抽出バイアスが存在
する可能性がある。さらに，本研究は横断調査
であり職業性ストレス，ストレス対処能力と精
神的健康度との因果関係については明らかにす
ることはできない。定年を控えた労働者におけ
る退職前後の健康状態の変化について，引き続
き追跡調査を行うことでこれらの関係を検証す
る必要があると考えられる。

Ⅴ　ま　と　め

　本研究は，退職直前の労働者における職業性
ストレスとストレス対処能力およびそれらと精
神的健康度との関連を検証し，定年退職直前の
労働者の特性について検討したものである。今
後定年退職を迎える世代にとって，近年の不況
に加え，年金受給年齢の引き上げとそれに伴う
定年退職年齢引き上げなど，定年退職後への不
安は増大していると考えられる。それゆえに，
これから定年退職を迎える労働者にとって，定
年退職を見据えたワークライフバランス対策を
行うことは特に重要である。
　今回の調査結果より，定年退職を直前に控え
る労働者のストレス対処能力，職業性ストレス
および精神的健康度とそれらの関連について明
らかにすることができた。この調査結果より得
られた知見は，定年退職を今後迎える労働者に
職場における研修や，事業場における労務管理
の参考として社会的にも有用であると考えられ
た。
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